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する.

患者は57歳の女性で,右側下唇部の しびれ感 ･右側下

顎臼歯部の自発痛を主訴に本学口陸外科受診し,生検 ･

Crにて右側側頭下憲を中心とした平滑筋肉腫の診断で,

化学療法 5FJ-ル ･外照射 66Gyを施工 した.

その約 3年後に右側下顎骨に CT にて骨形成を伴 F)

軟組織病変を認めたため,生検後下顎骨切除術を施行 し

たところ骨肉腫の病理組織診断が得LL,わた.

1､上と二の経過を画像的に検討 L.両腫寝間の関係を考察

したところ,初診時にすでに腫壕は側頭下馬かiTF取首

に及んでおり, 1つの腫境内に平滑筋肉腫 ･骨肉腫といっ

た複数の組織像を有 していたのではないかと考えわた.

5)肺癌 CT 検診121｢月0)報告
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(新潟大学放射線科1

【日的】肺癌検診に Cr が利用され始めているが,当

施設でも95年6月より肺癌 CT 検診を実施している.

CIー検診は胸部検診の精密検査とLて行 ')場合と.本人

の希望による肺 卜､ソクの2方式である.95年度LT)胸部撮

影件数は検診 ･ト Iク合計 して43万件で.CT は要楕検

人iこ1人)の肺癌とその他Lf)部位の癌3例が発見さI豆こ.

平面写舞で不明が7例,喫煙係数400以下が6例,全例

腺癌で女性が3例であった.

【結語】現在胃癌検診による癌発見率は500人に 1人

といわれているが.肺 ト ノ'Jの肺癌発見率は200 人に 1

人であった.平面写窺不明が半数と肺 ト J'JCT の効

果は絶大でありた.

6)高分解能 コンピュー ター断層撮断での溌し

陰影を呈す る肺腺癌 の鑑別

-小型 スりガラス濃度陰早手の病理-
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(新潟大学放射線科)

( 同 第二病理)

( 同 第二外科)
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肺腺癌の鑑別のため,20mm 以下の切除された肺野

限局性 スりガラス領域32病変について高分解能 CT 画

像と切除病理組織標本を対比した.肺腺癌 (低分化) 1

病変.細気管支肺胞上皮癌22病変,細気管支肺胞腺腫LJl

病変,炎症性変化5病変であった.組織標本上で消失せ

ず CT 上 5mm 以上であった28病変車27病変が肺癌で

あり,5mm 以上の淡 く消失 しない病変は,高率に肺癌

であり,積極的に病理組織学的検索をすべきであると考

えられた,

7)肝細胞癌に対す る経 度的 二1-1ウノ一･一JL注 入噂

法権U)MRI所 見
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(新潟大学放射線科)

し 同 第二内科)

肝細胞癌に対する経皮的∴ウノMIL注入療法 げfl:lT)

後の MRI所 見を検討 した.PEIT 後の MRIが撮像

された19例27病変 (病変延べ撮像回数29回 ･PErr終了

から 関沢王撮像までの期間 1-837日)を対象とした.

PEIT 後の腰療近傍の dynamicstudy早期相での渡液

は PEまで 終了後 1カ月以内で 10/14回, 1九月以後は 行

15回にLZAt､〕れ PFJIT 後早期の所見であった.PEIT 後

1ケ月1力知こ撮像され経過観察 しえた11病変r巨 再発は

ア病変,再発なしは4病変であった.再発の予測は T且,

rr2強調像では閃難だったが.dynamicstudyでは再

発例中2病蜜に PEI′r後 1カ月以内L'f)撮像で早期濃染

が･ZA上･丁)かた. 1十号け人降n撮像7例中6例が再発例で.

dynamicstudyでは6例全例で可能だ･∴)た.

8)原発性胆汁性肝硬変に認められた肝 内腫癌

性病変

見田 有作 (新潟大学第二内科)

【症例】59歳,女性.【主訴】肝腫癌楕杏.【現病歴】1985

年に原発性胆汁性肝硬変 (ScheuerI期)と診断され

1989年より LTDC･A 療法を受けていた.1995年8月の

腹部 USにて肝左葉iこ 16×12mm 大の低J-ニト-膝癖

を指摘 され 検査日的に11月7日当科入院 した.【検杏

所見】GOT381U.:i,GPT37ⅠLUl,AJP163IU:Ll.TB

0,4mg_'dl.AFP4ng:;ml,PrVTM <0.(施AUJ:mi.CIミA

2.Ong::ml,CA 1919<2U:.ml,HBs抗原 (･-).HCV

抗休 (-).【画像所見】CT では plainで lowdensity

arcaを認め,dynamicstudyの早期で iso,後期で low
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densit･y所見を星LL MRIでは腫癖は指摘できなかっ

た.DSA では腫壕濃染像を認めず,CTAPで明瞭な

perfusiondefeetを認めた.【病理所見】診断確定のた

め超音波誘導予感癌生検を施行 したところ亨明らかな悪

性所見は得られず一部に granuiomaの親族像が見られ

た.非塵療部は ScheueTI期の所見であった.【まと

め】本症例は原発性胆汁性肝硬変の経過車に肝腰痛病変

を認め,画像診断にて高分化型肝細胞癌を否定できず,

生検をこて肉芽腫の集族がみられた食違な症例と考え報告

した.

9)術後出血の農期予後

三浦 軍 ･関 裕史
加藤 毅 ･木村 元政
酒井 邦菜 (新潟大学放射線科)

【目的】術後出血に対する TAE を施行 した症例を対

象にし 原疾患その他の背景因子と,丙出血の有艶 生

存期間等の予後について検討 した.

【方法】1987年から1993年までの 7年間に術後出血

よって TAE を施行 した13症例について検討 した.

E結果】13症例のうち1例は,輝炎をこよる偽藤娘の術

後に出血 した症例に対 しての TAE 症例であり,摘年

間生存 し再出血等なく経過 している. 1例は早期癌の術

後だが,感染のため DIC十subshockの状態で.他は

食倒進行癌に対する拡大手術後の出血であった.長期生

存例以外LT)12症例の平均生存期間は約 128日で,いずれ

も癌死や髄病死であった.蒋出血 した症例は2例あり,

いずれも DIC十subshockの状態で,先行する緊急の

DIC のため6日後死亡 している. 1例は TAE 後す ぐ

に止血手術を行一一lたがLl･-.血 しきれず, 3日後死亡してい

ら.術後,TAE 前に感染または DIC のあった症例は

4例あり,その平均生存期間は18日であり,短 くなって

いる.

【結論】感染や DTC c')存在が加 すれば術後出血iこ対

する TAE の農期予後は原疾患に依存するものと考え

られた.

旦那 へ′しカ リ

〔7)診断
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CT による乳癌 の乳管内進展巣
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(新潟大学放射線科)

L.)'1.億 ∴工 .

( 同 外科)

( 同 病理)

【日的】へりカ!LCT (f･1CTlを用いて乳房温存療法

で問題となる乳管内遊展 脇S)と多発の検出能につい

て検討 した.Ds については乳房撮影 (MMGlとも比

較 した.【方法】造影剤 9Omlを 1.5m1.r:秒で投与した

場合n至適 一八キャン開始時間を乳癌12症例で検討 した.

その結果をもとに造影剤注入開始後70秒にX線ビー-.-ム幅

3mm,pitch-1で膝癌と乳頭を含める範関を H(T に

て撮影 した.対象は95年6円から12月までに病埋草的確

定診断のついた浸潤性乳管癌84例である.

【結果】DSand/or多発の sensiti＼,itv76.39Jd,

specificity89.19/6L.a(:curacy83.30,0,Dsは h肌IG の

falsenegative症例CT)400dを HCl､により診断された.

【結論】1.tlCT による Ds と多発の診断は可能であ

り宥周である.2.三次元画像は術者の病変把捉と患者

への説明に有周と思われる.

Ⅲ . 特 別 講 演

閉 塞 性 動脈疾患 に対する経皮的血管形成術の最

近 の 進 歩

弘前大学医学部放射線医学教塞助教授

淀 野 啓 先生

第 37回新 潟 画像医 学研 究 会

日 時 平成 9年6月14日 (土)

午後2時--･6時

会 場 長岡商工会議所

Ⅰ. 一 般 演 題

11螺旋走査型 CT の 有用性

鎚 艶 鳩 橋 祥 儲 豊橋 )

螺旋走査型 CT の脳神経外科における有用性を検討

し.報告 した.


